




H22.11.4  ＤＲＦ主題ワークショップ（医学・看護学）in奈良 ： 事例報告
2静岡県内唯一の国立医科大学として
昭和４９年（1974年）に開学
医学部（医学科・看護学科）
大学院医学研究科（博士課程・修士課程）
学生数 約1,080名
職員数 約1,250名（附属病院等含む）
医学科は入学定員増で 120名
看護学科は定員 70名
平成20年度から助産学専攻科（１年制）を開設
浜松医科大学の紹介
3学術情報課（附属図書館）
・企画係
・目録情報係
・情報サービス係
（常勤職員5名 : 課長を含む）
（非常勤職員6名）
（派遣職員1名: リポジトリ担当）
蔵書データ
図書冊数 13万冊
年間受入冊数 3,200冊
継続受入雑誌 630タイトル
附属図書館の紹介
機関リポジトリ
4とりあえず、
リポジトリの波・他大学に
乗り遅れないように
・まずは、１９年４月に「ＮＩＩ ＣＳＩ委託事業」に応募
（平成１９年度に新規委託された１３機関中の
ひとつとして採択）
・（すでに平成１８年度までに５７大学がＣＳＩ事業で立ち
上げていた。）
機関リポジトリへの取組み
平成20年6月公開 !!
ＣＳＩ委託事業に応募
5学術情報課
・企画係
・目録情報係
・情報サービス係
情報・広報
企画室
図書館運営
委員会
大学全体の仕事として位置づけ
実施体制
運営体制
附属図書館
・課長と目録情報係が中心になって
行っている
派遣職員1名雇用
・人数が少ない小規模大学なので
学術情報課の全体で協力して進め
て行こう
62007（平成19年度）
3月 学内承認（リポジトリの構築・委託事業応募）
6月 ＮＩＩ－ＣＳＩ委託事業採択
7月 設置要綱
8月 学位論文登録了承
9月 運用指針
修士論文登録了承
10月 機関リポジトリサーバー導入（DＳpace1.4.2）
11月 学内説明会開催
これまでのあゆみ
72008（平成20年度）
紀要・学術論文等の登録開始
リポジトリ名称をHamaMed-Repositoryに決定
3月 試験公開開始
6月 正式公開
紀要掲載論文の電子化開始
博士論文（論文の内容の要旨及び審査結果
の要旨）の電子化実施
これまでのあゆみ
8これまでのあゆみ
2009（平成21年度）
・紀要・学術論文等の調査登録
・博士論文（論文の内容の要旨及び審査結果の要旨）
・論文登録依頼の資料作成のため、Web of Science
（文献データベース）を使用して本学教職員が著者で
ある論文を調査
・利用統計情報機能を新たに導入
2010（平成22年度）
・学術論文等の調査登録
・博士論文（論文の内容の要旨及び審査結果の要旨）
92008（平成20年度）
・日本産科婦人科学会雑誌に掲載された
論文の著作権許諾および登録実施
2009 （平成21年度）
・日本法医学会・日本法中毒学会に対し
本学所属職員の執筆論文について包括的な掲載許
諾手続きを行い、日本法医学雑誌、法中毒誌の論文
を登録実施
コンテンツ増加に向けた取組み
本学理事が下記学会の理事職であったため、依頼
学会への承諾依頼
10
博士論文の要旨は登録しているが
本文が掲載されている論文はわずかな件数である。
・博士学位論文の学術機関リポジトリ登録許諾書を修了時に担当部局から用紙
を渡していただいているが、許諾書がほどんど図書館に戻って来ていない。
・本学医学科の場合、適当と認める学会誌に公表された論文が博士論文として
の必要条件のため、中身は雑誌掲載論文であり、出版社の許諾に基づいている
ため、ほとんど登録できていない。
参考：2010年度、国立国会図書館で学位論文（博士）のデジタル化をめざし大学と国立国会図書館
が協力して著者に許諾を求め、共に公開することを考えている。
（1991から2000年度を対象範囲） 国立国会図書館通知文書2010/06/10
博士論文
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学内経費（学長裁量経費）から派遣職員雇入れ、
システム保守費を支出予定2010年度
CSI委託経費 + 学内経費から派遣職員雇入れ、シ
ステム保守費等を支出
2009年度
ＣＳＩ委託経費 + 学内経費から派遣職員雇入れ、論
文の電子化、システム保守費を支出2008年度
ＣＳＩ委託経費 + 学内経費から機器等を支出2007年度
予算の内訳
0
12
雑誌掲載論文
博士（論文）
博士（要旨）
浜松医科大学紀要
科学研究費成果報告書
会議録
附属図書館関連資料
コンテンツの内訳
791件
17件
1055件
99件
14件
1件
3件
浜松医科大学紀要
博士論文（論文の内容の要旨及び審査結果の要旨）
博士論文・修士論文・雑誌掲載論文
すべて登録
少しずつでも集めよう
集めることが
大変
集める
ことは
簡単
合計 1,980件
あと少しで
２,０００件
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ダウンロードランキング
利用統計情報
機能を導入
1科学研究費成果報告書
1博士(論文）
1雑誌掲載論文
2附属図書館
22浜松医科大学紀要（一般教育）
23博士(論文の内容及び審査の要旨）
件数コンテンツ
（件数は上位50件の内数）
14
上位５０位までの中身は
1位のコンテンツは紀要に掲載された外国人教員による
医学用語教育に関する論文（英文）
浜松医科大学紀要（一般教育）（英語・倫理学・数学・・・・）
博士論文（要旨）のみでも意外と利用が多い
リポジトリに登録されることにより紀要論文・博士
論文（要旨）の可視性がアップ
ダウンロード
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予算
・今後は、大学の経常予算を獲得して運営していく
方針
・システムの維持管理（機器更新・保守等）経費も
必要
業務体制
・派遣職員のみに任せるのではなく、
日常業務の中に組み入れる（年間を通して行う）
・運用・登録マニュアルの整備
・システム（DＳpace、Linux等）の知識力ＵＰ
（今でもわからないことだらけ）
今後は（Ⅰ）
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コンテンツ（まずは中身が大事）
・常に更新（情報の新鮮度ＵＰ）
・継続してコンテンツを収集（件数を少しずつ増やす）
・新規開拓した教員への個別アプローチ
・今まで本学が手がけていないコンテンツ
（シンポジウム・講演会等）の開拓
利用の促進
・リポジトリのトップページを親しみやすいデザインに
(その印象を左右する重要な顔としての存在）
・ＰＤＦ（本文）までたどり着く操作方法の改善
（利用者の立場に立ったＱ＆Ａ等）
・ダウンロードのアクセスの分析（どのような経路からの利用？）
今後は（Ⅱ）
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いろいろやりたいことはあるけれど
・通常業務が優先され、なかなか進まない。
リポジトリ業務と他の業務の優先度
どう考える？
・現在、図書館では「電子ジャーナルなしでは成り立たない」が、
電子ジャーナルを利用できない利用者、電子化されていない論
文、埋もれてしまっている論文もできるだけ、必要としている利
用者に届けよう。
・人的ネットワークのつながりを広げる。
・認知度ＵＰのため、大学のトップページからリンク
（それには中身が伴わないと !!）
リポジトリへ
今後は（Ⅲ）
18
ご清聴ありがとうございました。
